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「福⾳を伝える」ヒント集  2020 年８⽉ 
カトリック 徳⼭教会 
8 ⽉ 黙想会での体験 
先⽉は「信仰の軸」について考えました。「信仰の軸」は、ロザ

リオなど、⽣活の中で祈れるシンプルなもので、継続することで
信仰と⽣活が融合してきます。今⽉は 21 年前の夏、召し出しを
考え始めた時に上⽯神井で与った黙想会での体験をご紹介しま
す。この黙想会が、私の⼈⽣の分岐点になりました。英隆⼀朗神
⽗が指導する 8 ⽇間の黙想会のうち、仕事のやりくりをつけてや
っと半分の 4 ⽇間、参加しました。途中、後輩やお客様から⼤事
な⽤件も⼊るので携帯電話を持ち込んでの黙想でした。（本来、
黙想中は携帯を使⽤してはいけません） そこで２つの⾔葉に出
会いました。 
 
１つ⽬は、イグナチオの霊操 23 番の“原理と基礎”(冒頭)です。 
「⼈間が造られたのは、主なる神を賛美し、敬い、仕えるため

であり、こうすることによって、⾃分の霊魂を救うためである。」 
 
それまでの⾃分は、より偏差値の⾼い学校に進学し、ある程度

名の通った会社に就職し、そこそこの成功を収め、いずれは結婚
して家庭を持つのが⽣きる⽬的でした。その路線に乗ろうと⼀⽣
懸命でした。独⾝なのでお⾦は⾃由に使え、2 年ごとに外⾞を乗
り換えていました。貯⾦もし、忙しくしていくうちに⼈⽣は成功
につながっていく、と漠然と思い続けました。けれども、厳しい
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ノルマを果たし続けても、次のノルマが待っているだけで、いつ
まで経っても⼀息つくことはできません。中間管理職になると先
のことをいろいろ考えます。どこまで⾃分がもつかわからないし、
定年までもったとしても、何が残るのか？ と考え始めていまし
た。そして 6 ⽉にイエズス会の召し出し担当の英神⽗さんと出会
い、黙想会を紹介され参加しました。 
 
“原理と基礎”は、⽣きる⽬的は「⾃分の霊魂を救うこと」と端的

に書いています。サラリーマンをしながら渇いていた⼼の癒し場
所が⾒つかった気がしました。ノルマを果たし、お客様の満⾜を
得るのが⽣きる⽬的だと思っていましたが、全く別の⽣き⽅を知
りました。主なる神を賛美し、敬い、仕えることで、⼈⽣が全う
できる。霊魂が救われる。「こんな⽣き⽅をしてみたい！」と憧
れました。 
 
「こんな⽣き⽅をしたい！」という望みは湧きましたが、司祭

に叙階されるには 10 年の⻑い道のりです。なれる保証はないし、
⻑く会社で働いた分、勉強から離れています。全く異なる分野に
この年になって挑戦するには余程の勇気が必要です。「12 年間、
どれだけのエネルギーを仕事に注いできたか？ それをご破産
にするのか？ 30 代半ばで挑戦しても頓挫するんじゃないか？」
どうしても躊躇します。学⽣からストレートに⼊会する⼈に⽐べ
たら、⾃分は気の遠くなる遠回りをしてきたように感じました。
「やっぱりやめておいた⽅がいいんじゃないか？」と思い始めた
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ときにイザヤ書 49 章 1〜6 節のみ⾔葉に出会います。 
 
島々よ、わたしに聞け。遠い国々よ、⽿を傾けよ。主は⺟の胎

にある私を呼び、⺟の腹にある私の名を呼ばれた。私の⼝を鋭い
剣として御⼿の陰に置き、私を尖らせた⽮として⽮筒の中に隠し
て私に⾔われた。 
あなたは私の僕、イスラエル。あなたによって私の輝きは現れ

る、と。私は思った 私はいたずらに⾻折り うつろに、空しく、
⼒を使い果たした、と。しかし、私を裁いてくださるのは主であ
り、働きに報いてくださるのも私の神である。主の御⽬に私は重
んじられている。私の神こそ、私の⼒。・・・・だがそれにもま
して、私はあなたを国々の光とし、私の救いを地の果てまで、も
たらす者とする。 
 
世間⼀般では、私のようなチャレンジは無謀でしょう。私の中

にも「挑み過ぎているのでは？」という思いがありました。思い
⽌まるのが常識かもしれません。けれども、神様が「あなたは 12
年間いたずらに⾻折ってない。空しく、⼒を使い果たしてない。
この先あなたを導く。あなたは値⾼い。」と保証してくださった
ら（もちろん召し出しがなかった時に仕事を斡旋してくれる保証
ではなく）「やってみよう！」という気になります。 
 
⾃分の⼼の深いところにある望みに気づく。けれども、そこに

踏み出すには躊躇する。そして、神様が背中を押して前に進める。
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“原理と基礎”とイザヤ書の⾔葉が私の⼈⽣を転換させました。以
来、苦しいことや迷いが⽣じた時にこの⾔葉に戻るようにしてい
ます。 
 
あの黙想会に参加して 21 年が経ちます。今は、黙想の家も建て

替わり雰囲気が変わりましたが、私の⼼の中では当時の情景が残
っています。今こうして、司祭の道を歩めているのも２つの⾔葉
に出会えたからです。また、⼼に迷いが起きた時、２つの⾔葉に
戻ると前に進む⼒がもらえます。⽬指した道から、⼤きくそれず
に⽣きられていることに感謝です。 
⽇頃の⽣活から離れて、黙想会に参加すると、このような深い

出会いもあります。機会を作って、参加されてはいかがでしょう
か？  
 

参考資料 
https://www.jesuits-japan.org/blank-9 （イエズス会 ⽇本管区） 
https://tokyo-mokusou.info （イエズス会無原罪修道院：黙想） 
https://seseragi-sc.jp （霊性センター せせらぎ） 
http://www.gloriadei.jp （⻄⽇本霊性センター イエズス会聖ヨ
ハネ修道院：黙想）「 
 
振り返りの質問 
Q.あなたの⼈⽣を変えた⼤きな出来事（神様からの呼び掛け、よ
り広く考えると病気・事故などを含めて）がありましたか？ 
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Q．⼤きな出来事の後、出来事に忠実に⽣きていますか？ ⽅向を
変えましたか？ 
 
 


